
８名の委員の皆様です。 

本校 PTA 副会長の髙橋由紀子氏が会長に、藤森幸

子氏が副会長に選出・承認されました。 

頼もしい委員の方々をお迎えして、これまでより

もさらに地域に開かれた学校を目指す一歩を踏み

出しました。 

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

今年度よりコミュニティ・スクールが導入され、５月 23 日（金）に第１回学校運営協議会が開催されまし

た。８名の学校運営協議会委員の皆様と、本校関係職員が出席しました。地域とのパートナーシップによる

学校づくりをしていくことを確認した上で、初年度として、学校や児童生徒の活動を公開して、現場の理解

を元にした話し合いにつなげていけるようにしたいとの方針を共有しました。 

 

【内容】 

〇開会 

・日程説明 ・校長挨拶 ・参加者自己紹介  

・会長、副会長の選出・承認  

・コミュニティ・スクール、今年度の取組について 

〇授業参観 

〇グランドデザインについて 

・意見交換 ・議案提案 

〇その他  次回の予定 

 

学校運営協議会委員 所 属 

髙橋由紀子 R７年度本校 PTA副会長 

藤森 幸子 こどものカウンセリングルームつわ室長／常磐大学非常勤講師 

生熊 一仁 R７年度本校 PTA会長 

赤根  陽 土浦市社会福祉協議会事務局次長兼総務係長 

野口 隆宏 カスミ特例子会社 株式会社カスミみらい代表取締役社長 

西野 浩章 県南生涯学習センター 主任社会教育推進員 

坂本 晴美 
アール医療専門職大学リハビリテーション学部作業療法学科副学科長 
人間創成地域センター副センター長 

森  正貴 本校校長 

 

 

 

 

 

 

 

No.1 

令和７年６月 

土浦特別支援学校 

学校運営協議会 



 

 

 

 

コミュニティ・スクール（学校運営協議会）により、地域の方から学んだり、地域に出て活動したりする

ことで、子共たちの学びが広がり、学びが豊かになることを目指します。 

地域との連携・協働による学びの充実とは何なのかを、皆で考え、話し合い、行動していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日 時 内 容 

授業参観① 
令和７年７月 14日(月) 

   ～７月 17日(木) 

・都合の良い日時で委員による授業参観 

第２回 

学校運営協議会 
令和７年８月 27日(水) 

・１学期の取組の振り返りから地域学校

協働活動の具体化を検討 

・CS校内研修（熟議） 

授業参観② 

令和７年 10月 29日(水)小学部 

11月 11日(火)中学部 

11月 12日(水)高等部 

・都合の良い日時で委員による授業参観 

授業参観③ 

令和８年 １月 28日(水) 

   ～１月 30日(金)小・中学部 

   ２月 ４日(水)高等部 

・都合の良い日時で委員による授業参観 

第３回 

学校運営協議会 
令和８年 ２月 19日(木) 

・取組の振り返りと次年度に向けて 

・次年度のグランドデザインの検討 

「地域との連携・協働による学びの充実」 

１ 本校と本校児童・生徒についての理解促進の努力 

２ 学校運営協議会委員と本校職員の熟議による課題の共有 

３ 地域との連携・協働による学びの充実の検討 

４ 学校運営協議会や地域学校協働活動のホームページ掲載による公開 

５ 今年度末における次年度グランドデザインの学校運営協議会への提案 

 



 

 

委員の方々に児童生徒の学習の様子を参観していただきました。 

各部の通常授業の他、遠足に出かけている学年とオンラインでやりとりしたり、高等部修学旅行の様子

の動画を見たりしました。校外での活動で見せる児童生徒の表情にも触れる機会となりました。 

 

中学部２年生「職業・家庭」 

 

 

 

 

 

 

小学部６年生「国語」 

 

 

 

 

高等部「手工芸班」 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

「作品の説明をしま～す。」 

委員の皆さん、思わず前進前進 

「すごいですね。」 

 

「こんな学習をしているんだね。」 

「うん、そうだよ。」 

 

緊張するけどがんばるぞ！ 

 
我が子を見守るような 

やさしい眼差し 



 

小学部４年生「遠足（フラワーパーク）」 

 

 

 

 

 

 

高等部３年生「修学旅行（沖縄）」 

 

 

 

 

  

令和７年度グランドデザインについて森校長より説明し、了承いただきました。 

意見交換では、「子供たちが年々生き生きと表情も豊かになってきている」「脳機能の研究をしているが、

人の役に立つことは脳機能にも良い」等のご感想や、「先生方の生の声や保護者の困っていることを知って

協力していきたい」といった委員としての思いが伝えられました。また、「高齢者施設先での歌やレクリエ

ーション等は喜ばれていた」「学校公開に合わせて中・高等部の作業作品販売を行うのはどうか」等の具体

的な提案や「課題を共有するには学校を公開して聞く機会を広げるのはどうか」「子供は地域で生活してい

るので地域とのつながりをもてるようにしたい」等、地域における理解やつながりを期待する声等もありま

した。 

様々な立場や視点からの貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。今後に役立てていきたいと

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校外における子供たちの生の声に、
思わず笑い声が… 

 

修学旅行先の生徒たちと本校とを
つないだやりとりの録画を見て、子
供たちが楽しんでいるワクワク感を
共有しました。 


